
　

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
鎌

　

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
鎌

倉
市
岡
本
、
塩
野
正
喜
院

倉
市
岡
本
、
塩
野
正
喜
院

長
）
が
５
月
に
、
新
た
な
産

長
）
が
５
月
に
、
新
た
な
産

科
拠
点
「
湘
南
鎌
倉
バ
ー
ス

科
拠
点
「
湘
南
鎌
倉
バ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
さ
せ

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
さ
せ

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

場
所
は
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

　

場
所
は
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

「
富
士
見
町
駅
」
か
ら
徒
歩

「
富
士
見
町
駅
」
か
ら
徒
歩

３
分
。
地
上
４
階
、
地
下
１

３
分
。
地
上
４
階
、
地
下
１

階
建
て
の
建
物
で
、
延
べ
床

階
建
て
の
建
物
で
、
延
べ
床

面
積
は
約
３
５
０
０

面
積
は
約
３
５
０
０

㎡
、
病
室

㎡
、
病
室
1919
床
は
全
て

床
は
全
て

個
室
。
家
族
の
宿
泊
も

個
室
。
家
族
の
宿
泊
も

で
き
る
な
ど
リ
ラ
ッ
ク

で
き
る
な
ど
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
出
産
で
き
る
環

ス
し
て
出
産
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
。

境
を
提
供
す
る
。

　

今
後
は
、
自
然
分
娩

　

今
後
は
、
自
然
分
娩

や
産
後
入
院
な
ど
ロ
ー

や
産
後
入
院
な
ど
ロ
ー

リ
ス
ク
な
お
産
を
こ
ち

リ
ス
ク
な
お
産
を
こ
ち

ら
に
移
管
し
、
ハ
イ
リ

ら
に
移
管
し
、
ハ
イ
リ

ス
ク
な
お
産
は
湘
南
鎌
倉
総

ス
ク
な
お
産
は
湘
南
鎌
倉
総

合
病
院
で
受
け
る
体
制
で
、

合
病
院
で
受
け
る
体
制
で
、

両
施
設
で
連
携
を
と
っ
て
い

両
施
設
で
連
携
を
と
っ
て
い

く
。
く
。

　

日
下
剛
院
長
は
「
お
産
は

　

日
下
剛
院
長
は
「
お
産
は

家
族
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の

家
族
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の

で
、
妊
婦
さ
ん
の
体
だ
け
で

で
、
妊
婦
さ
ん
の
体
だ
け
で

な
く
感
情
の
豊
か
さ
に
も
配

な
く
感
情
の
豊
か
さ
に
も
配

慮
し
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

慮
し
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

み
を
語
っ
た
。

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７

　

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７

・
4545
・
４
１
０
３

・
４
１
０
３

若宮大路若宮大路

　

鎌
倉
・
若
宮
大
路

　

鎌
倉
・
若
宮
大
路

の
三
の
鳥
居
寄
り
の

の
三
の
鳥
居
寄
り
の

道
沿
い
に
Ｍ

道
沿
い
に
Ｍ
，s
A
r
k 

K
A
M
A
K
U
R
A
と
標
と
標

示
さ
れ
た
ビ
ル
が
で
き
、

示
さ
れ
た
ビ
ル
が
で
き
、

４
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
。

４
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
。

　

鎌
倉
で
創
業

　

鎌
倉
で
創
業
9090
余
年
の
そ

余
年
の
そ

ば
処
「
峰
本
」
が
日
ご
ろ
の

ば
処
「
峰
本
」
が
日
ご
ろ
の

感
謝
と
、
地
元
へ
の
恩
返
し

感
謝
と
、
地
元
へ
の
恩
返
し

と
し
て
観
光
都
市
・
鎌
倉
の

と
し
て
観
光
都
市
・
鎌
倉
の

一
助
と
な
れ
ば
と
い
う
思
い

一
助
と
な
れ
ば
と
い
う
思
い

で
建
設
し
た
。

で
建
設
し
た
。

　

１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

　

１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
前
に
、
建
設
の
際
に
行
わ

ル
前
に
、
建
設
の
際
に
行
わ

れ
た
遺
跡
発
掘
調
査
で
出
土

れ
た
遺
跡
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
鎌
倉
時
代
の
遺
構
を
再

し
た
鎌
倉
時
代
の
遺
構
を
再

生
保
存
し
、
無
料
展
示
し

生
保
存
し
、
無
料
展
示
し

た
。
工
事
期
間
に
１
年
半
を

た
。
工
事
期
間
に
１
年
半
を

要
し
た
と
い
う
。

要
し
た
と
い
う
。

　

代
表
の
長
戸
芳
郎
さ
ん

　

代
表
の
長
戸
芳
郎
さ
ん
＝

写
真
＝

写
真
＝
は
「
観
光
都
市
で
あ

は
「
観
光
都
市
で
あ

り
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
捨
て
場

り
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
捨
て
場

所
も
な
く
て
人
に
や
さ
し
く

所
も
な
く
て
人
に
や
さ
し
く

な
い
と
感
じ
た
の
が
き
っ
か

な
い
と
感
じ
た
の
が
き
っ
か

け
」と
、観
光
の
際
に
困
ら
な

け
」と
、観
光
の
際
に
困
ら
な

い
よ
う
に
２
階
に
公
共
ト
イ

い
よ
う
に
２
階
に
公
共
ト
イ

レ
を
設
置
し
た
。
〝
清
潔
感

レ
を
設
置
し
た
。
〝
清
潔
感

溢
れ
る
快
適
な
ト
イ
レ
〞
と

溢
れ
る
快
適
な
ト
イ
レ
〞
と

し
て
着
替
え
や
赤
ち
ゃ
ん
の

し
て
着
替
え
や
赤
ち
ゃ
ん
の

お
む
つ
替
え
も
で
き
る
ゆ
っ

お
む
つ
替
え
も
で
き
る
ゆ
っ

た
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
利

た
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
、
利

用
料
１
０
０
円
。
鎌
倉
で
は

用
料
１
０
０
円
。
鎌
倉
で
は

民
間
運
営
に
よ
る
有
料
ト
イ

民
間
運
営
に
よ
る
有
料
ト
イ

レ
は
初
の
試
み
だ
が
、
休
日

レ
は
初
の
試
み
だ
が
、
休
日

な
ど
利
用
者
が
多
く
、
喜
ん

な
ど
利
用
者
が
多
く
、
喜
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

《
東
日
本
大
震
災

　

《
東
日
本
大
震
災 

追
悼
追
悼

・
復
興
祈
願
祭
》
な
ど
《
鎌

・
復
興
祈
願
祭
》
な
ど
《
鎌

倉
の
祈
り
》
を
製
作
し
た
ビ

倉
の
祈
り
》
を
製
作
し
た
ビ

デ
オ
上
映
、

デ
オ
上
映
、 

外
国
人
観
光
客

外
国
人
観
光
客

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
鎌

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
鎌

倉
の
観
光
情
報
の
提
供
、
フ

倉
の
観
光
情
報
の
提
供
、
フ

リ
ー
リ
ー
W
ｉ
―
ｉ
―
F
ｉ
の
提
供
も

ｉ
の
提
供
も

し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に

し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に

は
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用

は
避
難
場
所
と
し
て
も
利
用

で
き
る
。

で
き
る
。

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―
1212
―

５
☎
０
４
６
７
・

５
☎
０
４
６
７
・
8181
・
４
４

・
４
４

１
０
１
０

　

鎌
倉
市
長
谷
の
江
ノ
電
長

　

鎌
倉
市
長
谷
の
江
ノ
電
長

谷
駅
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た

谷
駅
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
鎌
倉
こ
こ
ろ
の
ギ
ャ
ラ
リ

「
鎌
倉
こ
こ
ろ
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
館
」
は
ア
ー
ト
の
展
示
室

ー
館
」
は
ア
ー
ト
の
展
示
室

と
住
ま
い
の
展
示
室
が
共
存

と
住
ま
い
の
展
示
室
が
共
存

す
る
空
間
。
人
々
が
出
会

す
る
空
間
。
人
々
が
出
会

い
、
響
き
合
う
こ
と
で
鎌
倉

い
、
響
き
合
う
こ
と
で
鎌
倉

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
展
さ
せ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
展
さ
せ

よ
う
と
新
設
さ
れ
た

よ
う
と
新
設
さ
れ
た
＝
写
＝
写

真
。

　

弐
番
館
１
階
は
は
り
絵
画

　

弐
番
館
１
階
は
は
り
絵
画

家
・
内
田
正
泰
氏
（

家
・
内
田
正
泰
氏
（
9393
）
の
）
の

常
設
展
示
で
、
四
季
折
々
の

常
設
展
示
で
、
四
季
折
々
の

作
品
が
展
覧
で
き
る
。

作
品
が
展
覧
で
き
る
。

　

内
田
さ
ん
は
成
人
学
校
の

　

内
田
さ
ん
は
成
人
学
校
の

講
師
で
作
品
づ
く
り
を
担
当

講
師
で
作
品
づ
く
り
を
担
当

し
、
古
新
聞
を
破
い
た
と

し
、
古
新
聞
を
破
い
た
と

き
、
そ
の
破
り
口
に
あ
た
た

き
、
そ
の
破
り
口
に
あ
た
た

か
さ
を
感
じ
、
こ
の
線
で
日

か
さ
を
感
じ
、
こ
の
線
で
日

本
の
情
緒
を
表
わ
せ
た
ら
と

本
の
情
緒
を
表
わ
せ
た
ら
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
は

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
は

り
絵
を
は
じ
め
、
以
来

り
絵
を
は
じ
め
、
以
来
5050
年

間
、
色
紙
（
洋
紙
）
を
ち
ぎ

間
、
色
紙
（
洋
紙
）
を
ち
ぎ

っ
て
貼
り
重
ね
て
い
く
独
自

っ
て
貼
り
重
ね
て
い
く
独
自

の
技
法
で
「
日
本
の
原
風

の
技
法
で
「
日
本
の
原
風

景
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

景
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
。

を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
。

　

３
階
は
自
然
と
夢
、
住
ま

　

３
階
は
自
然
と
夢
、
住
ま

い
の
展
示
室
で
、
建
築
の
模

い
の
展
示
室
で
、
建
築
の
模

型
の
展
示
や
建
築
相
談
な
ど

型
の
展
示
や
建
築
相
談
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

を
行
っ
て
い
る
。

　

「
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
呼

　

「
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
呼

ば
れ
る
壱
番
館
は
１
、
２
階

ば
れ
る
壱
番
館
は
１
、
２
階

が
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ

が
貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ

て
い
て
、
絵
画
や
写
真
な
ど

て
い
て
、
絵
画
や
写
真
な
ど

の
展
示
、
会
議
や
教
室
と
し

の
展
示
、
会
議
や
教
室
と
し

て
使
用
で
き
る
。

て
使
用
で
き
る
。

　

６
月

　

６
月
1010
日
か
ら

日
か
ら
2626
日
ま
で

日
ま
で

「
ジ
ュ
ジ
ュ
タ
ケ
シ
個
展
２

「
ジ
ュ
ジ
ュ
タ
ケ
シ
個
展
２

０
１
６
鎌
倉
」
の
展
示
が
行

０
１
６
鎌
倉
」
の
展
示
が
行

わ
れ
る
。
入
場
無
料
。

わ
れ
る
。
入
場
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
長
谷
壱
番
館

　

問
い
合
わ
せ
長
谷
壱
番
館

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2323
・
５
７
２
２

・
５
７
２
２

　

明
治

　

明
治
3333
年
（
１
９
０
０

年
（
１
９
０
０

年
）
の
創
業
以
来
、
鎌
倉
の

年
）
の
創
業
以
来
、
鎌
倉
の

地
で
伝
統
製
法
に
よ
る
製
造

地
で
伝
統
製
法
に
よ
る
製
造

を
続
け
て
い
る
「
鎌
倉
ハ
ム

を
続
け
て
い
る
「
鎌
倉
ハ
ム

富
岡
商
会
」
本
社
工
場
の
建

富
岡
商
会
」
本
社
工
場
の
建

て
替
え
が
行
わ
れ
、
新
工
場

て
替
え
が
行
わ
れ
、
新
工
場

が
竣
功
し
た
。

が
竣
功
し
た
。

　

鎌
倉
市
岩
瀬
９
６
１
の
県

　

鎌
倉
市
岩
瀬
９
６
１
の
県

道
2121
号
線
沿
い
の
敷
地
面
積

号
線
沿
い
の
敷
地
面
積

６
，
１
１
５
㎡
に
建
て
ら
れ

６
，
１
１
５
㎡
に
建
て
ら
れ

た
３
階
建
て
の
建
物
で
、
延

た
３
階
建
て
の
建
物
で
、
延

床
面
積
は
従
来
の
約
１
・
８

床
面
積
は
従
来
の
約
１
・
８

倍
の
６
，
７
２
１
㎡
。
歴
史

倍
の
６
，
７
２
１
㎡
。
歴
史

資
料
館
な
ど
が
新
設
さ
れ
、

資
料
館
な
ど
が
新
設
さ
れ
、

冷
蔵
の
設
備
な
ど
の
規
模
を

冷
蔵
の
設
備
な
ど
の
規
模
を

拡
大
し
て
い
る
。

拡
大
し
て
い
る
。

　

ハ
ム
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

　

ハ
ム
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

と
、
６
月
１
日
に
歴
史
資
料

と
、
６
月
１
日
に
歴
史
資
料

館
や
、
ハ
ム
の
布
巻
き
の
手

館
や
、
ハ
ム
の
布
巻
き
の
手

作
業
な
ど
生
産
現
場
を
一
部

作
業
な
ど
生
産
現
場
を
一
部

公
開
す
る
工
場
見
学
、
工
場

公
開
す
る
工
場
見
学
、
工
場

直
営
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

直
営
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。
作
る
楽
し
み
を
知
っ

す
る
。
作
る
楽
し
み
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
７
月

て
も
ら
お
う
と
、
７
月
2121
日

か
ら
は
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
手
作

か
ら
は
「
ソ
ー
セ
ー
ジ
手
作

り
体
験
教
室
」
も
行
う
。
有

り
体
験
教
室
」
も
行
う
。
有

料
。
要
予
約
。
邉
見
裕
之
社

料
。
要
予
約
。
邉
見
裕
之
社

長
は
「
鎌
倉
の
名
品
と
し
て

長
は
「
鎌
倉
の
名
品
と
し
て

長
年
培
っ
て
き
た
歴
史
を
伝

長
年
培
っ
て
き
た
歴
史
を
伝

え
、
よ
り
い
っ
そ
う
安
全
・

え
、
よ
り
い
っ
そ
う
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
ハ
ム
づ
く

安
心
で
お
い
し
い
ハ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

り
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。
問
い
合
わ
せ
☎
０

て
い
た
。
問
い
合
わ
せ
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
4444
・
２
１
８
６

・
２
１
８
６

　

初
夏
の
日
差
し
に
鮮
や
か

　

初
夏
の
日
差
し
に
鮮
や
か

な
朱
色
の
ザ
ク
ロ
の
花
が
よ

な
朱
色
の
ザ
ク
ロ
の
花
が
よ

く
映
え
る

く
映
え
る
＝
写
真
は
宝
戒

＝
写
真
は
宝
戒

寺
。

　

ご
つ
ご
つ
し
た
褐
色
の
幹

　

ご
つ
ご
つ
し
た
褐
色
の
幹

に
コ
ブ
の
様
な
突
起
が
あ
る

に
コ
ブ
の
様
な
突
起
が
あ
る

も
の
も
あ
る
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鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205
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